
(57)【要約】
【課題】常温養生時間が短く、リン回収性能が増大し、造粒物の崩壊が殆どない優れたリ
ン回収材及びその製造方法の提供
【解決手段】本発明のりん回収材は、石灰質原料、珪酸質原料および速硬性材料の造粒物
であって、該造粒物は常温養生およびオートクレーブ養生がなされており、速硬性材料が
アルミナセメント、消石灰および石膏から選択され、該速硬性材料の組成がアルミナセメ
ント４０～６０重量％、消石灰３０～５重量％、石膏３０～３５重量％である。石灰質原
料と珪酸質原料の全体に対する速硬性材料の添加割合は、１０～４０重量％である。また
造粒物のカルシウム分（ＣａＯ）とシリカ分（ＳｉＯ２ 　 ）がＣａＯ／ＳｉＯ２ 　 のモル
比で０．５～１．０である。本発明の製造方法は、石灰質原料、珪酸質原料および速硬性
材料を混合した後、造粒し、ついで１５分～１時間常温養生した後、オートクレーブ養生
することからなる。
【選択図】　なし
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
石 灰 質 原 料 、 珪 酸 質 原 料 お よ び 速 硬 性 材 料 の 造 粒 物 で あ っ て 、 該 造 粒 物 は 常 温 養 生 お よ び
オ ー ト ク レ ー ブ 養 生 が な さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る リ ン 回 収 材 。
【 請 求 項 ２ 】
速 硬 性 材 料 が ア ル ミ ナ セ メ ン ト 、 消 石 灰 お よ び 石 膏 か ら な る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に
記 載 の リ ン 回 収 材 。
【 請 求 項 ３ 】
速 硬 性 材 料 の 組 成 が ア ル ミ ナ セ メ ン ト ４ ０ ～ ６ ０ 重 量 ％ 、 消 石 灰 ３ ０ ～ ５ 重 量 ％ 、 石 膏 ３
０ ～ ３ ５ 重 量 ％ で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 又 は 請 求 項 ２ に 記 載 の リ ン 回 収 材 。
【 請 求 項 ４ 】
石 灰 質 原 料 と 珪 酸 質 原 料 の 全 体 に 対 す る 速 硬 性 材 料 の 添 加 割 合 は 、 １ ０ ～ ４ ０ 重 量 ％ で あ
る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 乃 至 請 求 項 ３ の い ず れ か に 記 載 の リ ン 回 収 材 。
【 請 求 項 ５ 】
造 粒 物 の カ ル シ ウ ム 分 （ Ｃ ａ Ｏ ） と シ リ カ 分 （ Ｓ ｉ Ｏ ２ 　 ） が Ｃ ａ Ｏ ／ Ｓ ｉ Ｏ ２ 　 の モ ル
比 で ０ ． ５ ～ １ ． ０ で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 乃 至 請 求 項 ４ の い ず れ か に 記 載 の リ
ン 回 収 材 。
【 請 求 項 ６ 】
石 灰 質 原 料 、 珪 酸 質 原 料 お よ び 速 硬 性 材 料 を 混 合 し た 後 、 造 粒 し 、 つ い で １ ５ 分 ～ １ 時 間
常 温 養 生 し た 後 、 オ ー ト ク レ ー ブ 養 生 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 乃 至 請 求 項 ５ の い ず
れ か に 記 載 の リ ン 回 収 材 の 製 造 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】 本 発 明 は 、 リ ン 回 収 材 お よ び そ の 製 造 方 法 に 関 す る も の で あ り
、 更 に 詳 し く は 本 発 明 は 、 リ ン 回 収 性 能 が 低 下 す る こ と な く 常 温 養 生 時 間 を 短 く す る こ と
が で き 、 大 規 模 な 造 粒 物 貯 蔵 場 所 を 必 要 と し な い ば か り で な く リ ン 回 収 材 の 製 造 工 程 中 に
お け る 移 送 に よ る 造 粒 物 の 崩 壊 が 殆 ど な い 優 れ た リ ン 回 収 材 お よ び そ の 製 造 方 法 に 関 す る
も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】 従 来 、 湖 、 沼 、 貯 水 池 、 河 川 水 、 生 活 排 水 、 家 畜 屎 尿 排 水 、 下 水 等 か ら リ
ン 酸 イ オ ン 態 リ ン を 効 果 的 に 除 去 す る 方 法 と し て 、 特 に リ ン 吸 着 材 に よ る 脱 リ ン 処 理 は 、
管 理 者 が 常 駐 で き な い 場 合 に 有 効 な 手 段 で あ り 、 し か も 、 凝 集 沈 降 分 離 の よ う な ス ラ ッ ジ
の 回 収 処 理 を 必 要 と し な い 点 で 、 近 年 注 目 さ れ て い る 。 こ の 吸 着 材 （ 以 下 、 脱 リ ン 材 又 は
リ ン 回 収 材 の い ず れ か で 呼 ぶ 。 ） と し て は 、 珪 酸 カ ル シ ウ ム 水 和 物 を 主 た る 構 成 物 と す る
脱 リ ン 材 で あ っ て 、 こ の 脱 リ ン 材 は 珪 酸 質 原 料 か ら な る 粉 体 と 石 灰 質 原 料 か ら な る 粉 体 を
用 い て 転 動 造 粒 し 、 造 粒 後 、 こ れ を 高 温 高 圧 養 生 し て 製 造 す る こ と が 開 示 さ れ て い る 。 こ
の 造 粒 物 は 、 略 球 形 状 や 中 空 パ イ プ 状 で あ っ て 、 全 表 面 に ア パ タ イ ト の 析 出 サ イ ト で あ る
珪 酸 カ ル シ ウ ム 水 和 物 が 成 長 し て お り 、 こ の 珪 酸 カ ル シ ウ ム 水 和 物 と リ ン 含 有 水 と の 接 触
面 積 が 増 大 し 、 リ ン の 吸 着 効 率 が 極 め て 高 く な っ て い る こ と が 示 さ れ て い る （ 例 え ば 、 特
許 文 献 １ 参 照 ） 。 ま た 石 灰 質 原 料 と 珪 酸 質 原 料 と を オ ー ト ク レ ー ブ 養 生 し て 得 ら れ た 脱 リ
ン 材 と 珪 酸 カ ル シ ウ ム 水 和 物 の 常 温 硬 化 物 と を 組 み 合 わ せ て 用 い て 脱 リ ン す る 方 法 が 開 示
さ れ て い る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 ２ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 特 許 文 献 １ 】
特 開 平 １ ０ － ２ ３ ５ ３ ４ ４ 号 公 報 （ 段 落 ０ ０ １ ６ 、 段 落 ０ ０ １ ７ 参 照 ）
【 特 許 文 献 ２ 】
特 開 平 １ １ － ２ １ ６ ３ ０ ２ 号 公 報 （ 段 落 ０ ０ ０ ９ 、 段 落 ０ ０ １ ０ 参 照 ）
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】 し か し な が ら 、 前 述 の 公 報 に 記 載 さ れ て い る リ ン 回 収 材
は 、 石 灰 質 原 料 と 珪 酸 質 原 料 と を 混 合 し た 後 、 造 粒 し 、 常 温 養 生 し 、 更 に オ ー ト ク レ ー ブ
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養 生 し て リ ン 回 収 材 を 製 造 す る が 、 造 粒 後 の 工 程 と し て 、 常 温 養 生 １ ８ 時 間 以 上 を 必 要 と
す る た め 、 こ れ ら の 工 程 中 、 特 に 常 温 養 生 に お い て 造 粒 物 の 破 壊 が 大 き く 、 ま た オ ー ト ク
レ ー ブ 養 生 す る た め に 移 送 す る な ど で 造 粒 物 が 破 壊 さ れ た り し 、 製 品 の 歩 留 ま り が 低 下 る
と い う 問 題 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
そ こ で 、 本 発 明 者 等 は 、 上 記 問 題 点 に つ き 種 々 検 討 し 、 造 粒 物 の 硬 化 を 促 進 さ せ る た め に
速 硬 性 材 料 を 添 加 し て み た と こ ろ 、 硬 化 が 促 進 さ れ 、 常 温 養 生 時 間 を 短 縮 す る こ と が で き
る ば か り で な く リ ン 回 収 材 の 構 成 成 分 で あ る ト バ モ ラ イ ト の 生 成 を 阻 害 す る こ と な く 、 む
し ろ そ の 生 成 を 促 進 す る こ と が で き る こ と を 見 出 し 、 こ の 知 見 に 基 づ い て 本 発 明 は な さ れ
た も の で あ る 。 し た が っ て 、 本 発 明 が 解 決 し よ う と す る 第 １ の 課 題 は 、 リ ン 回 収 性 能 が 増
大 し 、 造 粒 物 の 崩 壊 が 殆 ど な い 優 れ た リ ン 回 収 材 を 提 供 す る こ と に あ る 。 本 発 明 が 解 決 し
よ う と す る 第 ２ の 課 題 は 、 常 温 養 生 時 間 を 短 く す る こ と が で き る ば か り で な く リ ン 回 収 性
能 が 増 大 す る こ と が で き 、 大 規 模 な 造 粒 物 貯 蔵 場 所 を 必 要 と し な い と 共 に リ ン 回 収 材 の 製
造 工 程 中 に お け る 移 送 に よ る 造 粒 物 の 崩 壊 が 殆 ど な い 優 れ た リ ン 回 収 材 の 製 造 方 法 を 提 供
す る こ と に あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】 本 発 明 の 上 記 の 各 課 題 は 、 以 下 の 各 発 明 に よ っ て そ れ ぞ れ
達 成 さ れ る 。
（ １ ） 石 灰 質 原 料 、 珪 酸 質 原 料 お よ び 速 硬 性 材 料 の 造 粒 物 で あ っ て 、 該 造 粒 物 は 常 温 養 生
お よ び オ ー ト ク レ ー ブ 養 生 が な さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る リ ン 回 収 材 。
（ ２ ） 速 硬 性 材 料 が ア ル ミ ナ セ メ ン ト 、 消 石 灰 お よ び 石 膏 か ら な る こ と を 特 徴 と す る 前 記
第 １ 項 に 記 載 の リ ン 回 収 材 。
（ ３ ） 速 硬 性 材 料 の 組 成 が ア ル ミ ナ セ メ ン ト ４ ０ ～ ６ ０ 重 量 ％ 、 消 石 灰 ３ ０ ～ ５ 重 量 ％ 、
石 膏 ３ ０ ～ ３ ５ 重 量 ％ で あ る こ と を 特 徴 と す る 前 記 第 １ 項 又 は 第 ２ 項 に 記 載 の リ ン 回 収 材
。
（ ４ ） 石 灰 質 原 料 と 珪 酸 質 原 料 の 全 体 に 対 す る 速 硬 性 材 料 の 添 加 割 合 は 、 １ ０ ～ ４ ０ 重 量
％ で あ る こ と を 特 徴 と す る 前 記 第 １ 項 乃 至 第 ３ 項 の い ず れ か に 記 載 の リ ン 回 収 材 。
（ ５ ） 造 粒 物 の カ ル シ ウ ム 分 （ Ｃ ａ Ｏ ） と シ リ カ 分 （ Ｓ ｉ Ｏ ２ 　 ） が Ｃ ａ Ｏ ／ Ｓ ｉ Ｏ ２ 　

の モ ル 比 で ０ ． ５ ～ １ ． ０ で あ る こ と を 特 徴 と す る 前 記 第 １ 項 乃 至 第 ４ 項 の い ず れ か に 記
載 の リ ン 回 収 材 。
（ ６ ） 石 灰 質 原 料 、 珪 酸 質 原 料 お よ び 速 硬 性 材 料 を 混 合 し た 後 、 造 粒 し 、 つ い で １ ５ 分 ～
１ 時 間 常 温 養 生 し た 後 、 オ ー ト ク レ ー ブ 養 生 す る こ と を 特 徴 と す る 前 記 第 １ 項 乃 至 第 ５ 項
の い ず れ か に 記 載 の リ ン 回 収 材 の 製 造 方 法 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
前 記 第 １ 項 に 記 載 の 発 明 の リ ン 回 収 材 は 、 石 灰 質 原 料 、 珪 酸 質 原 料 お よ び 速 硬 性 材 料 の 造
粒 物 で あ っ て 、 該 造 粒 物 は 常 温 養 生 お よ び オ ー ト ク レ ー ブ 養 生 が な さ れ て い る こ と を 特 徴
と す る も の で 、 速 硬 性 材 料 を 添 加 し た 造 粒 物 が 常 温 養 生 お よ び オ ー ト ク レ ー ブ 養 生 さ れ て
い る こ と に よ り 、 り ん 回 収 材 に 悪 影 響 を 与 え な い ば か り か 、 む し ろ 、 リ ン 回 収 性 能 が 増 大
し 、 造 粒 物 の 崩 壊 が 殆 ど な い と い う 優 れ た 効 果 を 奏 す る と 共 に 、 常 温 養 生 時 間 を 短 く す る
こ と が で き 、 大 規 模 な 造 粒 物 貯 蔵 場 所 を 必 要 と し な い と い う 優 れ た 効 果 を 奏 す る も の で あ
る 。 ま た 前 記 第 ２ 項 に 記 載 の 発 明 の リ ン 回 収 材 は 、 前 記 第 １ 項 の 記 載 に お い て 、 速 硬 性 材
料 が ア ル ミ ナ セ メ ン ト 、 消 石 灰 お よ び 石 膏 か ら な る こ と に よ り 、 リ ン 回 収 性 能 が 増 大 し 、
造 粒 物 の 崩 壊 が 殆 ど な い と い う 優 れ た 硬 化 造 粒 物 が 得 ら れ る と い う 効 果 を 奏 す る も の で あ
る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
前 記 第 ３ 項 に 記 載 の 発 明 の リ ン 回 収 材 は 、 前 記 第 １ 項 又 は 第 ２ 項 に お い て 、 速 硬 性 材 料 の
組 成 が ア ル ミ ナ セ メ ン ト ４ ０ ～ ６ ０ 重 量 ％ 、 消 石 灰 ３ ０ ～ ５ 重 量 ％ 、 石 膏 ３ ０ ～ ３ ５ 重 量
％ で あ る こ と に よ り 、 リ ン 回 収 性 能 が い っ そ う 増 大 し 、 造 粒 物 の 崩 壊 が 殆 ど な い と い う い
っ そ う 優 れ た 硬 化 造 粒 物 が 得 ら れ る と い う 効 果 を 奏 す る も の で あ る 。 前 記 第 ４ 項 に 記 載 の
発 明 の リ ン 回 収 材 は 、 前 記 第 １ 項 乃 至 第 ３ 項 の い ず れ か の 記 載 に お い て 、 石 灰 質 原 料 と 珪
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酸 質 原 料 の 全 体 に 対 す る 速 硬 性 材 料 の 添 加 割 合 は 、 １ ０ ～ ４ ０ 重 量 ％ で あ る こ と に よ り 、
常 温 養 生 時 間 を 短 縮 す る こ と が で き る と 共 に 、 リ ン 回 収 性 能 が い っ そ う 増 大 し 、 造 粒 物 の
崩 壊 が 殆 ど な い と い う 優 れ た 効 果 を 奏 す る も の で あ る 。 更 に 前 記 第 ５ 項 に 記 載 の 発 明 の リ
ン 回 収 材 は 、 前 記 第 １ 項 乃 至 第 ４ 項 の い ず れ か の 記 載 に お い て 、 造 粒 物 の カ ル シ ウ ム 分 （
Ｃ ａ Ｏ ） と シ リ カ 分 （ Ｓ ｉ Ｏ ２ 　 ） が Ｃ ａ Ｏ ／ Ｓ ｉ Ｏ ２ 　 の モ ル 比 で ０ ． ５ ～ １ ． ０ で あ
る こ と に よ り 、 リ ン 回 収 性 能 が い っ そ う 増 大 し 、 造 粒 物 の 崩 壊 が 殆 ど な い と い う 優 れ た 効
果 を 奏 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
前 記 第 ６ 項 に 記 載 の 発 明 の リ ン 回 収 材 の 製 造 方 法 は 、 前 記 第 １ 項 乃 至 第 ５ 項 の い ず れ か の
記 載 に お い て 、 石 灰 質 原 料 、 珪 酸 質 原 料 お よ び 速 硬 性 材 料 を 混 合 し た 後 、 造 粒 し 、 つ い で
１ ５ 分 ～ １ 時 間 常 温 養 生 し た 後 、 オ ー ト ク レ ー ブ 養 生 す る こ と を 特 徴 と す る も の で 、 速 硬
性 材 料 を 混 合 し た こ と に よ り 常 温 養 生 時 間 を １ ５ 分 ～ １ 時 間 と す る こ と が で き る と 共 に 、
リ ン 回 収 性 能 が 増 大 す る こ と が で き 、 大 規 模 な 造 粒 物 貯 蔵 場 所 を 必 要 と し な い ば か り で な
く リ ン 回 収 材 の 製 造 工 程 中 に お け る 移 送 に よ る 造 粒 物 の 崩 壊 が 殆 ど な い と い う 優 れ た 効 果
を 奏 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】 以 下 に 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 を 説 明 す る が 、 本 発 明 は 、 こ れ の み に
よ っ て 限 定 さ れ る も の で は な い 。
【 ０ ０ １ １ 】
本 発 明 の り ん 回 収 材 は 、 石 灰 質 原 料 、 珪 酸 質 原 料 お よ び 速 硬 性 材 料 の 造 粒 物 で あ っ て 、 該
造 粒 物 は 常 温 養 生 お よ び オ ー ト ク レ ー ブ 養 生 が な さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る も の で あ り
、 石 灰 質 原 料 は 、 通 常 、 り ん 回 収 材 を 構 成 す る 成 分 を 含 む が 、 セ メ ン ト 、 生 石 灰 な ど が 好
適 で あ る 。 ま た 同 様 に 珪 酸 質 原 料 と し て は 、 好 ま し く は 珪 石 、 珪 藻 土 、 珪 酸 白 土 、 高 炉 ス
ラ グ 、 フ ラ イ ア ッ シ ュ 等 が 挙 げ ら れ る 。 ま た 速 硬 性 材 料 は 、 前 記 の 石 灰 質 原 料 と 珪 酸 質 原
料 か ら な る 造 粒 物 の 常 温 養 生 時 間 を 短 縮 す る た め に 添 加 さ れ る も の で あ り 、 こ の 速 硬 性 材
料 を 添 加 す る こ と に よ り 常 温 養 生 時 間 が １ ５ 分 ～ １ 時 間 に 短 縮 さ れ る 。 し た が っ て 、 本 発
明 の り ん 回 収 材 は 、 石 灰 質 原 料 、 珪 酸 質 原 料 お よ び 速 硬 性 材 料 の 造 粒 物 で あ っ て 、 該 造 粒
物 は １ ５ 分 ～ １ 時 間 の 常 温 養 生 お よ び オ ー ト ク レ ー ブ 養 生 が な さ れ て い る も の で あ る 。 通
常 の り ん 回 収 材 は 、 石 灰 質 原 料 と 珪 酸 質 原 料 を 主 成 分 と す る も の で あ る が 、 本 発 明 で は 、
石 灰 質 原 料 と 珪 酸 質 原 料 を 主 成 分 と す る り ん 回 収 材 に 速 硬 性 材 料 を 添 加 し た も の で 、 速 硬
性 材 料 と し て は 、 ア ル ミ ナ セ メ ン ト 、 消 石 灰 お よ び 石 膏 を 混 合 し た も の が 好 ま し い が 、 こ
れ に 限 定 さ れ る も の で は な い 。 本 発 明 に お い て 、 石 灰 質 原 料 、 珪 酸 質 原 料 及 び 速 硬 性 材 料
か ら な る 混 合 物 は 、 造 粒 さ れ た 後 、 常 温 養 生 さ れ る が 、 こ の 常 温 養 生 時 間 は 、 好 ま し く は
１ ５ 分 ～ １ 時 間 で あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
本 発 明 に 用 い ら れ る 速 硬 性 材 料 の 組 成 は ア ル ミ ナ セ メ ン ト ４ ０ ～ ６ ０ 重 量 ％ 、 消 石 灰 ３ ０
～ ５ 重 量 ％ 、 石 膏 ３ ０ ～ ３ ５ 重 量 ％ の 範 囲 で 特 に 好 ま し い 効 果 、 即 ち り ん 回 収 性 能 の 向 上
及 び 造 粒 物 が 短 時 間 で 硬 化 す る 等 の 効 果 を 奏 す る も の で あ る 。 更 に 本 発 明 の リ ン 回 収 材 は
、 石 灰 質 原 料 と 珪 酸 質 原 料 の 全 体 に 対 す る 速 硬 性 材 料 の 添 加 割 合 は 、 １ ０ ～ ４ ０ 重 量 ％ で
あ る 。 好 ま し く は こ の 割 合 は 、 ２ ０ ～ ４ ０ 重 量 ％ で あ る 。 速 硬 性 材 料 の 添 加 割 合 が 、 １ ０
重 量 ％ 未 満 の と き は 、 短 時 間 常 温 養 生 で は 造 粒 物 の 崩 壊 率 が 多 く 、 し た が っ て 造 粒 物 の 収
率 が 十 分 と は 言 え な い 。 ま た 速 硬 性 材 料 の 添 加 割 合 が 、 ４ ０ 重 量 ％ を 越 え る と 、 ト バ モ ラ
イ ト が 生 成 し な い ば か り か 造 粒 物 の 崩 壊 率 は 少 な く な る が 、 造 粒 物 の 収 率 が 極 め て 少 な く
な る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
本 発 明 に 用 い ら れ る 造 粒 物 の カ ル シ ウ ム 分 （ Ｃ ａ Ｏ ） と シ リ カ 分 （ Ｓ ｉ Ｏ ２ 　 ） が Ｃ ａ Ｏ
／ Ｓ ｉ Ｏ ２ 　 の モ ル 比 で ０ ． ５ ～ １ ． ０ で あ る と き に 特 に 好 ま し い 効 果 を 奏 す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
本 発 明 に お い て 、 前 記 の 第 １ 項 乃 至 第 ５ 項 の い ず れ か に 記 載 の リ ン 回 収 材 の 製 造 方 法 は 、
石 灰 質 原 料 、 珪 酸 質 原 料 お よ び 速 硬 性 材 料 を 混 合 し た 後 、 造 粒 し 、 つ い で １ ５ 分 ～ １ 時 間
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常 温 養 生 し た 後 、 オ ー ト ク レ ー ブ 養 生 す る こ と を 特 徴 と す る も の で あ る 。 造 粒 し て 得 ら れ
る 造 粒 物 は 、 任 意 の 形 状 で よ い が 、 好 ま し く は 略 球 形 状 又 は 中 空 パ イ プ 状 に 形 成 さ れ て い
る 。 こ の 中 空 パ イ プ 状 と は 、 断 面 円 形 の 環 状 に 限 ら ず 、 各 断 面 が 楕 円 形 、 三 角 形 、 四 角 形
、 五 角 形 な ど の 多 角 形 状 、 ま た は 、 任 意 形 の 環 状 で も よ い 。 本 発 明 に 用 い ら れ る 脱 リ ン 材
の 大 き さ は 、 特 に 限 定 さ れ る も の で は な い が 、 略 球 形 状 の 場 合 に は 直 径 が １ ～ １ ５ ｍ ｍ 程
度 の 球 体 と す る の が よ い 。 ま た 押 し 出 し 成 形 の 場 合 、 例 え ば 外 径 ３ ～ ２ ０ ｍ ｍ 、 内 径 １ ～
１ ５ ｍ ｍ 、 長 さ ０ ． １ ～ ２ ｍ 程 度 の 中 空 パ イ プ と す る の が よ い 。
【 ０ ０ １ ５ 】
本 発 明 に 用 い ら れ る 造 粒 物 は 、 湿 空 中 （ 相 対 湿 度 ８ ０ ％ 以 上 ） に て 養 生 す る 工 程 と 、 こ の
後 、 オ ー ト ク レ ー ブ 養 生 す る 工 程 と を 備 え て お り 、 ま ず 珪 酸 質 原 料 か ら な る 粉 体 お よ び 石
灰 質 原 料 か ら な る 粉 体 と を 混 合 し 混 合 材 料 を 軟 化 す る 工 程 と 、 軟 化 し た 混 合 材 料 を 略 球 状
に 形 成 す る か 又 は 中 空 パ イ プ 状 に 押 し 出 し 成 形 す る 工 程 と 、 得 ら れ た 成 形 物 を 高 温 高 圧 養
生 す る こ と に よ り 製 造 す る 。 粉 体 の 押 し 出 し 成 形 に は 、 周 知 の 押 し 出 し 成 形 機 を 使 用 す る
こ と が で き る 。 本 発 明 の 製 造 方 法 に お い て 、 石 灰 質 原 料 と 珪 酸 質 原 料 と 速 硬 性 材 料 と の 混
合 物 か ら な る 造 粒 物 は 、 常 温 養 生 及 び 高 温 高 圧 養 生 に よ り 硬 化 さ せ る と 珪 酸 カ ル シ ウ ム 水
和 物 が 得 ら れ る 。 こ の 珪 酸 カ ル シ ウ ム 水 和 物 は 、 主 と し て ト バ モ ラ イ ト で あ る が 、 ト バ モ
ラ イ ト 、 ゾ ノ ト ラ イ ト 、 ヒ レ ブ ラ ン ダ イ ト の 中 の １ 種 類 ま た は ２ 種 類 以 上 の 組 み 合 わ せ で
あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ １ ６ 】
本 発 明 に 用 い ら れ る 造 粒 物 は 、 常 温 養 生 に よ り １ ５ 分 ～ １ 時 間 で 硬 化 す る 。 常 温 養 生 時 間
が 、 １ ５ 分 未 満 の と き は 、 ２ ０ ％ 以 上 の 崩 壊 率 と な り 本 発 明 の 目 的 外 と な る 。 ま た 常 温 養
生 時 間 が １ 時 間 を 越 え る 場 合 に は 、 十 分 の 硬 化 が 得 ら れ 、 そ れ 以 上 の 常 温 養 生 時 間 は 必 要
で な い 。 更 に 本 発 明 の 製 造 方 法 で は 、 常 温 養 生 し た 後 、 オ ー ト ク レ ー ブ 養 生 （ 高 温 高 圧 養
生 ） を 行 う 。 こ の オ ー ト ク レ ー ブ 養 生 は 通 常 、 気 圧 １ ０ ～ １ ５ ａ ｔ ｍ 、 温 度 １ ８ ０ ～ ２ ０
０ ℃ で ２ 時 間 ～ １ ０ 時 間 が 費 や さ れ る 。 し た が っ て 、 従 来 の り ん 回 収 材 の 製 造 方 法 で は 、
常 温 養 生 時 間 と オ ー ト ク レ ー ブ 養 生 時 間 と を 合 わ せ る と 、 約 ２ ６ 時 間 と い う 長 時 間 を 要 す
る が 、 本 発 明 の り ん 回 収 材 の 製 造 方 法 で は 、 常 温 養 生 時 間 １ ５ 分 ～ １ 時 間 で あ り 、 オ ー ト
ク レ ー ブ 養 生 は 約 ８ 時 間 と し て も 合 わ せ て ８ 時 間 １ ５ 分 ～ ９ 時 間 で あ り 、 即 ち １ ０ 時 間 以
下 と な り 、 全 体 的 に 極 め て 短 時 間 で 養 生 す る こ と が で き 、 し か も 常 温 養 生 が 短 時 間 で も 造
粒 物 の 崩 壊 率 は 、 通 常 の 場 合 と 殆 ど 変 わ ら な い も の が 得 ら れ る ば か り で な く り ん 回 収 性 能
も 向 上 す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
【 実 施 例 】 以 下 、 本 発 明 を 実 施 例 を 挙 げ て 説 明 す る が 、 本 発 明 は 、 こ れ ら に 限 定 さ れ る も
の で は な い 。
【 ０ ０ １ ８ 】
〔 参 考 例 〕 速 硬 性 材 料 の 製 造 　 ア ル ミ ナ セ メ ン ト ６ ０ 重 量 部 、 無 水 石 こ う ３ ０ 重 量 部 、 消
石 灰 １ ０ 重 量 部 を 混 合 し て 、 速 硬 性 材 料 を 製 造 し た 。 つ い で 普 通 ポ ル ト ラ ン ド セ メ ン ト 、
珪 石 粉 末 及 び 上 記 で 製 造 し た 速 硬 性 材 料 を 混 合 し た 後 、 造 粒 し た 。 造 粒 に は パ ン 型 ペ レ タ
イ ザ ー を 用 い て 行 っ た 。 そ の 際 、 普 通 ポ ル ト ラ ン ド セ メ ン ト と 珪 石 粉 末 の 配 合 割 合 は 、 ア
ル ミ ナ セ メ ン ト 、 無 水 石 こ う 及 び 消 石 灰 を 含 む 全 て の 原 料 中 の Ｃ ａ Ｏ 分 と Ｓ ｉ Ｏ ２ 　 分 と
か ら 、 Ｃ ａ Ｏ ／ Ｓ ｉ Ｏ ２ 　 の モ ル 比 が ０ ． ７ ５ に な る よ う に 設 定 し た 。 珪 石 粉 末 は 、 純 度
９ ３ ％ 、 ブ レ ー ン 法 で 粉 末 度 ３ ５ ０ ０ ｇ ／ ｍ ３ 　 の も の を 用 い た 。 上 記 で 得 ら れ た 造 粒 物
を 温 度 ２ ０ ℃ で １ ８ 時 間 常 温 養 生 を 行 い 、 そ の 後 水 中 に 浸 漬 し 、 水 切 り 後 オ ー ト ク レ ー ブ
養 生 を 気 圧 １ ０ ａ ｔ ｍ 、 １ ８ ０ ℃ で ８ 時 間 行 っ て り ん 回 収 材 を 得 た 。
【 ０ ０ １ ９ 】
〔 実 施 例 １ 〕 　 普 通 ポ ル ト ラ ン ド セ メ ン ト と 珪 石 粉 末 に 、 参 考 例 で 製 造 し た 速 硬 性 材 料 ５
重 量 部 ～ ５ ０ 重 量 部 を 表 １ に 示 さ れ る 量 、 そ れ ぞ れ 添 加 し た 後 、 混 合 を 行 い 、 パ ン 型 ペ レ
タ イ ザ ー を 用 い て 造 粒 し た 。 珪 石 粉 末 及 び 普 通 ポ ル ト ラ ン ド セ メ ン ト の 量 は 、 モ ル 比 が ０
． ７ ５ と な る よ う に 設 定 し た 。 即 ち 、 普 通 ポ ル ト ラ ン ド セ メ ン ト 、 珪 石 粉 末 及 び 速 硬 性 材
料 の 量 は 、 表 １ の 如 く で あ る 。 得 ら れ た 造 粒 物 を 温 度 ２ ０ ℃ で １ ８ 時 間 常 温 養 生 を 行 い 、
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そ の 後 水 中 に 浸 漬 し 、 水 切 り 後 オ ー ト ク レ ー ブ 養 生 を 気 圧 １ ０ ａ ｔ ｍ 、 １ ８ ０ ℃ で ８ 時 間
行 っ て り ん 回 収 材 （ 以 下 、 製 品 と い う 。 ） を 得 た 。 そ の 際 、 造 粒 物 の 収 率 と オ ー ト ク レ ー
ブ 養 生 で 得 ら れ た 製 品 に つ い て 、 単 位 容 積 質 量 、 ｐ Ｈ 値 、 Ｘ 線 回 折 に よ り 反 応 生 成 物 を 同
定 し た 。 そ れ ら の 結 果 か ら 、 速 硬 性 材 料 の 無 添 加 時 の 製 品 と 添 加 時 の 製 品 の 性 状 を 比 較 し
た 。 試 験 結 果 を 表 １ に 示 す 。 な お 、 「 水 切 り 」 と は 、 水 中 浸 漬 後 、 水 中 か ら 取 り 出 し た 状
態 で 、 材 料 内 部 は 水 を 保 ち 、 表 面 に は 若 干 水 分 が あ る 状 態 を い う 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
【 表 １ 】
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１ ） 造 粒 後 の 材 料 約 ２ ０ ｋ ｇ を 正 確 に 計 量 し 、 １ ８ 時 間 養 生 し た 。 養 生 後 の 材 料 を ０ ． ５
ｍ ｍ 篩 で 分 級 し 、 篩 残 分 を 計 り 、 全 材 料 に 対 す る 篩 残 分 の 割 合 を 算 出 し た 。
２ ） 製 品 （ 粒 径 １ ． ０ ～ １ ． ７ ｍ ｍ ） を １ Ｌ 容 器 に 充 填 し た 後 の 質 量
３ ） 試 料 １ ｇ を 水 道 水 １ ０ ０ ｍ Ｌ に １ 時 間 浸 漬 し た 時 の ｐ Ｈ 値
４ ） 粉 末 Ｘ 線 回 折 法 に よ る 生 成 物 の 確 認
Ｔ ｏ ： ト バ モ ラ イ ト （ ５ Ｃ ａ Ｏ ・ ６ Ｓ ｉ Ｏ ２ 　 ・ ５ Ｈ ２ 　 Ｏ ）
Ｃ Ｓ ： Ｉ Ｉ 型 無 水 石 こ う （ Ｃ ａ Ｓ Ｏ ４ 　 ）
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Ｃ Ｓ Ｈ ： Ｃ Ｓ Ｈ Ｇ ｅ ｌ （ Ｃ ａ Ｏ ・ Ｓ ｉ Ｏ ２ 　 ・ Ｈ ２ 　 Ｏ ）
Ｈ Ｇ ： ハ イ ド ロ ガ ー ネ ッ ト （ ３ Ｃ ａ Ｏ ・ Ａ ｌ ２ 　 Ｏ ３ 　 ・ ６ Ｈ ２ 　 Ｏ ）
５ ） 原 料 が パ ン 型 ペ レ タ イ ザ ー 内 で 硬 化 し 、 造 粒 物 が 球 状 に な ら ず 、 肥 大 化 す る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
表 １ か ら 明 ら か な よ う に 、 造 粒 物 の 収 率 は 、 速 硬 性 材 料 は ４ ０ ％ ま で 添 加 す る こ と に よ っ
て 向 上 す る 。 製 品 の 単 位 容 積 質 量 は 、 速 硬 性 材 料 を 添 加 し て も ほ と ん ど 変 わ ら な い 。 ま た
製 品 の ｐ Ｈ 値 は 、 速 硬 性 材 料 を 添 加 す る と 低 く な る 。 更 に Ｘ 線 回 折 に よ る と 、 速 硬 性 材 料
の 添 加 率 ４ ０ ％ ま で は 、 無 添 加 の 製 品 と 同 様 に ト バ モ ラ イ ト が 生 成 す る こ と が わ か る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
〔 実 施 例 ２ 〕 　 普 通 ポ ル ト ラ ン ド セ メ ン ト と 珪 石 粉 末 に 速 硬 性 材 料 ５ 重 量 部 ～ ５ ０ 重 量 部
添 加 し た 後 、 混 合 を 行 い 、 実 施 例 １ の 表 １ に 示 さ れ る 組 成 の 造 粒 物 を パ ン 型 ペ レ タ イ ザ ー
を 用 い て 造 粒 し た 。 得 ら れ た 造 粒 物 の 常 温 養 生 時 間 を １ ５ 分 、 ３ ０ 分 、 １ 時 間 及 び １ ８ 時
間 と し 、 各 養 生 時 間 後 の 造 粒 物 に つ い て 水 中 浸 漬 時 の 崩 壊 率 を 測 定 し た 。 崩 壊 率 は 、 造 粒
物 （ 粒 径 １ ． ０ ～ １ ． ７ ｍ ｍ ） ２ ０ ０ ｇ を １ ． ０ ｍ ｍ 篩 に 入 れ 、 そ の 篩 を 水 中 に 浸 漬 す る
。 約 １ 分 後 、 篩 を 軽 く 揺 す っ た 後 、 水 中 か ら 引 上 げ 、 篩 残 分 を バ ッ ト に 移 し 、 乾 燥 後 の 重
量 を 測 定 す る 。 最 初 の 重 量 と 乾 燥 後 の 重 量 と の 差 を 取 り 、 こ れ を 最 初 の 重 量 で 割 っ て 崩 壊
率 を 算 出 す る 。 得 ら れ た 結 果 を 表 ２ に 示 す 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
【 表 ２ 】

10

(8) JP 2004-249263 A 2004.9.9



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ２ ４ 】
表 ２ か ら 明 ら か な よ う に 、 製 品 は 、 速 硬 性 材 料 を １ ０ ％ 添 加 す る こ と に よ っ て 、 常 温 養 生
時 間 １ ５ 分 で 崩 壊 率 ２ ０ ％ に な っ た 。 ま た 速 硬 性 材 料 を ２ ０ ％ ～ ４ ０ ％ 添 加 す る こ と で 、
常 温 養 生 時 間 を １ ５ 分 に お け る 崩 壊 率 が 無 添 加 の 製 品 の 常 温 養 生 時 間 １ ８ 時 間 の 場 合 と 同
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程 度 と な っ た 。 し た が っ て 、 速 硬 性 材 料 を 添 加 す る こ と に よ っ て 、 常 温 養 生 時 間 を 大 幅 に
短 縮 す る こ と が で き た 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
〔 実 施 例 ３ 〕 　 速 硬 性 材 料 を 表 ３ に 示 す 混 合 割 合 で 製 造 し 、 こ れ ら の 速 硬 性 材 料 を 普 通 ポ
ル ト ラ ン ド セ メ ン ト と 珪 石 粉 末 に そ れ ぞ れ １ ０ 重 量 部 添 加 し た 後 、 混 合 し 、 パ ン 型 ペ レ タ
イ ザ ー を 用 い て 造 粒 し た 。 そ の 際 、 Ｃ ａ Ｏ ／ Ｓ ｉ Ｏ ２ 　 の モ ル 比 が ０ ． ７ ５ に な る よ う に
普 通 ポ ル ト ラ ン ド セ メ ン ト と 珪 石 粉 末 の 配 合 割 合 を 調 整 し た 。 こ の 時 の 普 通 ポ ル ト ラ ン ド
セ メ ン ト の 量 は 、 ４ ８ 重 量 部 で あ り 、 珪 石 粉 末 の 量 は 、 ４ ２ 重 量 部 で あ る 。 得 ら れ た 造 粒
物 の 常 温 養 生 時 間 を １ ５ 分 と し 、 水 中 浸 漬 時 の 崩 壊 率 を 測 定 し た 。 得 ら れ た 結 果 を 表 ３ に
示 す 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
【 表 ３ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ２ ７ 】
表 ３ か ら 明 ら か な よ う に 、 速 硬 性 材 料 に お け る 無 水 石 こ う の 添 加 率 を 一 定 に し て 消 石 灰 の
添 加 率 を 増 加 さ せ る と 、 添 加 率 ２ ０ ％ で 崩 壊 率 が 最 低 と な っ た 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
〔 実 施 例 ４ 〕 ア ル ミ ナ セ メ ン ト ６ ０ 重 量 部 、 無 水 石 膏 ３ ０ 重 量 部 及 び 消 石 灰 １ ０ 重 量 部 を
混 合 し て 速 硬 性 材 料 を 作 製 し た 。 こ の 速 硬 性 材 料 を 普 通 ポ ル ト ラ ン ド セ メ ン ト と 珪 石 粉 末
に １ ０ 重 量 部 添 加 し た 後 、 混 合 し 、 製 造 用 原 料 と し た 。 そ の 際 、 表 ４ に 示 す よ う に Ｃ ａ Ｏ
／ Ｓ ｉ Ｏ ２ 　 の モ ル 比 が ０ ． ４ ～ １ ． ２ ま で 変 化 さ せ て り ん 回 収 材 を 製 造 し た 。 造 粒 後 の
常 温 養 生 時 間 を １ ５ 分 と し 、 水 中 浸 漬 時 の 崩 壊 率 を 測 定 し た 。 ま た オ ー ト ク レ ー ブ 養 生 後
の 製 品 に つ い て 、 小 型 カ ラ ム を 用 い た 室 内 試 験 で り ん 回 収 率 を 測 定 し た 。 得 ら れ た 結 果 を
表 ４ に 示 す 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
〔 り ん 回 収 率 の 測 定 方 法 〕
１ ． 試 験 方 法 　 原 水 に は 、 り ん 酸 二 水 素 カ リ ウ ム （ 試 験 、 Ｋ Ｈ ２ 　 Ｐ Ｏ ４ 　 ） 、 水 酸 化 ナ
ト リ ウ ム （ 試 薬 、 Ｎ ａ Ｏ Ｈ ） 及 び 水 道 水 を 用 い て Ｐ Ｏ ４ 　 ・ Ｐ ＊ ： ５ ０ ｍ ｇ ／ Ｌ に 調 整 し
た 模 擬 汚 水 を 使 用 し た 。 か さ 容 積 １ ５ ０ ｍ Ｌ の り ん 回 収 材 を カ ラ ム に 充 填 し 、 原 水 を １ ５
０ ｍ Ｌ ／ ｈ の 流 速 （ Ｓ Ｖ ＝ １ ｈ ｒ － １ ） で 連 続 通 水 し 、 ７ 日 後 の 処 理 水 の 水 質 を 分 析 し た
。 ま た 反 応 部 の 循 環 速 度 を り ん 回 収 材 の 膨 張 率 が 約 ２ ０ ～ ２ ５ ％ と な る よ う に 随 時 調 整 し
た 。 分 析 項 目 は 、 溶 液 中 に 溶 解 し て い る り ん 分 （ Ｐ Ｏ ４ 　 ・ Ｐ ） お よ び 浮 遊 物 質 （ こ こ で
は り ん を 含 む 凝 集 沈 澱 物 ： Ｓ Ｓ ） の 量 と し た 。
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【 ０ ０ ３ ０ 】
２ ． り ん 回 収 率 の 定 義
（ １ ） Ｐ Ｏ ４ 　 ・ Ｐ 除 去 率 （ ％ ）
＝ （ 原 水 Ｐ Ｏ ４ 　 ・ Ｐ 濃 度 － 処 理 水 Ｐ Ｏ ４ 　 ・ Ｐ 濃 度 ） ／ 原 水 Ｐ Ｏ ４ 　 ・ Ｐ 濃 度 × １ ０ ０
（ ２ ） 凝 集 沈 澱 率 （ ５ ）
＝ 〔 （ 洗 浄 水 全 り ん 濃 度 １ ） － 洗 浄 水 Ｐ Ｏ ４ 　 ・ Ｐ 濃 度 ） × 洗 浄 水 量 〕 ／
（ 原 水 Ｐ Ｏ ４ 　 ・ Ｐ 濃 度 × 原 水 通 水 量 ） × １ ０ ０
１ ） 全 り ん 濃 度 ： Ｓ Ｓ 中 の Ｐ 濃 度 ＋ Ｐ Ｏ ４ 　 ・ Ｐ 濃 度
（ ３ ） り ん 回 収 率 （ ％ ） ＝ Ｐ Ｏ ４ 　 ・ Ｐ 除 去 率 － 凝 集 沈 澱 率
【 ０ ０ ３ １ 】
【 表 ４ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ３ ２ 】
表 ４ か ら 明 ら か な よ う に 、 試 料 Ｎ ｏ ． １ ２ の 比 較 例 で は 、 崩 壊 率 が 高 く 、 ま た り ん 回 収 率
も 低 い 。 試 料 Ｎ ｏ ． １ ７ の 比 較 例 で は 、 崩 壊 率 は 悪 く な い が 、 小 型 カ ラ ム 実 験 で は 、 凝 集
沈 澱 を 起 こ し 、 り ん 回 収 材 に り ん が 晶 析 さ れ ず 、 し た が っ て り ん 回 収 率 が 低 い こ と が わ か
る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
【 発 明 の 効 果 】 本 願 発 明 の 請 求 項 １ に 記 載 の 発 明 の リ ン 回 収 材 は 、 石 灰 質 原 料 、 珪 酸 質 原
料 お よ び 速 硬 性 材 料 の 造 粒 物 で あ っ て 、 該 造 粒 物 は 常 温 養 生 お よ び オ ー ト ク レ ー ブ 養 生 が
な さ れ て い る こ と に よ り 、 速 硬 性 材 料 を 添 加 し た 造 粒 物 が 常 温 養 生 お よ び オ ー ト ク レ ー ブ
養 生 さ れ て い る こ と に よ り 、 り ん 回 収 材 に 悪 影 響 を 与 え な い ば か り か 、 む し ろ 、 リ ン 回 収
性 能 が 増 大 し 、 造 粒 物 の 崩 壊 が 殆 ど な い と い う 優 れ た 効 果 を 奏 す る と 共 に 、 常 温 養 生 時 間
を 短 く す る こ と が で き 、 大 規 模 な 造 粒 物 貯 蔵 場 所 を 必 要 と し な い と い う 優 れ た 効 果 を 奏 す
る も の で あ る 。 ま た 請 求 項 ２ に 記 載 の 発 明 の リ ン 回 収 材 は 、 前 記 請 求 項 １ の 記 載 に お い て
、 速 硬 性 材 料 が ア ル ミ ナ セ メ ン ト 、 消 石 灰 お よ び 石 膏 か ら な る こ と に よ り 、 リ ン 回 収 性 能
が 増 大 し 、 造 粒 物 の 崩 壊 が 殆 ど な い と い う 優 れ た 硬 化 造 粒 物 が 得 ら れ る と い う 効 果 を 奏 す
る も の で あ る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
本 願 発 明 の 請 求 項 ３ に 記 載 の 発 明 の リ ン 回 収 材 は 、 請 求 項 １ 又 は 請 求 項 ２ に お い て 、 速 硬
性 材 料 の 組 成 が ア ル ミ ナ セ メ ン ト ４ ０ ～ ６ ０ 重 量 ％ 、 消 石 灰 ３ ０ ～ ５ 重 量 ％ 、 石 膏 ３ ０ ～
３ ５ 重 量 ％ で あ る こ と に よ り 、 リ ン 回 収 性 能 が い っ そ う 増 大 し 、 造 粒 物 の 崩 壊 が 殆 ど な い
と い う い っ そ う 優 れ た 硬 化 造 粒 物 が 得 ら れ る と い う 効 果 を 奏 す る も の で あ る 。 本 願 発 明 の
請 求 項 ４ に 記 載 の 発 明 の リ ン 回 収 材 は 、 請 求 項 １ 乃 至 請 求 項 ３ の い ず れ か の 記 載 に お い て
、 石 灰 質 原 料 と 珪 酸 質 原 料 の 全 体 に 対 す る 速 硬 性 材 料 の 添 加 割 合 は 、 １ ０ ～ ４ ０ 重 量 ％ で
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あ る こ と に よ り 、 常 温 養 生 時 間 を 短 縮 す る こ と が で き る と 共 に 、 リ ン 回 収 性 能 が い っ そ う
増 大 し 、 造 粒 物 の 崩 壊 が 殆 ど な い と い う 優 れ た 効 果 を 奏 す る も の で あ る 。 更 に 本 願 発 明 の
請 求 項 ５ に 記 載 の 発 明 の リ ン 回 収 材 は 、 請 求 項 １ 乃 至 請 求 項 ４ の い ず れ か の 記 載 に お い て
、 造 粒 物 の カ ル シ ウ ム 分 （ Ｃ ａ Ｏ ） と シ リ カ 分 （ Ｓ ｉ Ｏ ２ 　 ） が Ｃ ａ Ｏ ／ Ｓ ｉ Ｏ ２ 　 の モ
ル 比 で ０ ． ５ ～ １ ． ０ で あ る こ と に よ り 、 リ ン 回 収 性 能 が い っ そ う 増 大 し 、 造 粒 物 の 崩 壊
が 殆 ど な い と い う 優 れ た 効 果 を 奏 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
本 願 発 明 の 請 求 項 ６ に 記 載 の 発 明 の リ ン 回 収 材 の 製 造 方 法 は 、 請 求 項 １ 乃 至 請 求 項 ５ の い
ず れ か の 記 載 に お い て 、 石 灰 質 原 料 、 珪 酸 質 原 料 お よ び 速 硬 性 材 料 を 混 合 し た 後 、 造 粒 し
、 つ い で １ ５ 分 ～ １ 時 間 常 温 養 生 し た 後 、 オ ー ト ク レ ー ブ 養 生 す る こ と を 特 徴 と す る も の
で 、 速 硬 性 材 料 を 混 合 し た こ と に よ り 常 温 養 生 機 関 を １ ５ 分 ～ １ 時 間 と す る こ と が で き る
と 共 に 、 リ ン 回 収 性 能 が 増 大 す る こ と が で き 、 大 規 模 な 造 粒 物 貯 蔵 場 所 を 必 要 と し な い ば
か り で な く リ ン 回 収 材 の 製 造 工 程 中 に お け る 移 送 に よ る 造 粒 物 の 崩 壊 が 殆 ど な い と い う 優
れ た 効 果 を 奏 す る も の で あ る 。
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